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  西東京市市民協働推進センター                               2 

     平成 28 年度第 2回運営委員会会議録（確定稿） 3 

■開催日時：平成 28 年 5月 17 日(火)午後 7時 00 分～8時 30 分 4 

■開催場所：イングビル 3階第 1、2会議室 5 

■出席委員：池田委員、熊田委員、紺野委員、坂口委員、佐藤(文)委員、佐藤(留)委員、鈴木委員、6 

田中(友)委員、田中(紀)委員、谷委員、富沢委員、中村委員、藤江委員＜以上 13 名、五7 

十音順＞ 8 

■事務局 ：内田センター長、佐藤副センター長、板垣、池田事務局長、小平福祉活動推進課長、妻9 

屋地域福祉推進課長補佐兼係長、八阪主事 10 

 11 

1.報 告 事 項  12 

1.業務報告について 13 

事務局より、4月期の主催事業、ホームページアクセス数、新規登録団体、市民活動相談の状14 

況について説明があった。特に質疑はなかった。 15 

委員長：CEO 会議とは地域の NPO 支援センターのリーダー格が集まり様々なテーマで会議をしている。16 

NPO 法の改正が懸案になっているが、改正案は大規模に変わるものではないと考えている。 17 

 18 

2．5月以降の事業について 19 

     事務局より、5月以降の実施事業について説明があった。 20 

委員長：オープンコラボ勉強会は、出入り自由なのか。 21 

事務局：自由にどなたでも興味のある人は参加できる。 22 

委 員：南部地域協力ネットワークとあるが、他の地域にもあるのか。 23 

事務局：西東京市を 4つに分け、各地域ごとに 2年ずつ、全体では 8年をかけ、ネットワークを作る24 

予定になっている。 25 

 26 

2．審 議 事 項 27 

1. 前回の会議録について 28 

委員長：今週末までに意見がなければ、確定稿とする。 29 

 30 

3．協 議 事 項 31 

1. 重要事業の企画について 32 

事務局より、協働のまちづくりワークショップ（企画案）について説明があった。 33 

委員長：今回は災害支援、災害の復興支援における多者協働がテーマである。講師である横田氏は、34 

常総市でご自宅も事務所も被害にあわれた。まちづくりという観点で色々な方を巻き込んで35 

この災害をきっかけとしてまちづくりにつなげていった過程や内容をお話しいただけるので36 

はないか。常総市は在日外国人が多いのが特徴で、災害弱者としての外国人も巻き込んで多37 

様性を大切にしながらまちづくりをしていき、多者協働に取り組んでいるという事例を話し38 

ていただけると考えている。ゆめこらぼのメイン企画でもあるので、ぜひ皆さんのご意見を39 

お聞かせ頂きたい。 40 
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委 員：この企画のイメージがわかない。災害があって復興するまではわかるが、それをワークショ1 

ップでどうやるのか、何をやるのか、何がやりたいのか、何を感じてもらいたいのかがわか2 

らない。 3 

事務局：災害時には、担当課の危機管理室だけではできないことが沢山あると聞いている。すべての4 

人が主体者であるということを感じてもらいたい。実際の現場では予想外のいろいろな事が5 

起きている。自分に何が出来るのかなど、とにかく自分に出来る事を出し合うことでいろい6 

ろなことに気付いてほしいと考えている。平常時からどういうことについて話し合っていれ7 

ば良いかなどのポイントを事前に提案しておき、そのテーマごとに意見を出し易いように少8 

人数のグループに分ける。少人数で自分の関心のあるテーマについて積極的に話し合ってい9 

ただき、できるだけ話し合いの時間が短いというような不満がないようしたい。グループご10 

とに何らかの形が出るように組み立てていきたい。 11 

委 員：去年のまちづくりワークショップでは、子ども食堂の話がでたが、昨年の内容と成果は冊子12 

等にするのか。 13 

事務局：昨年度は当日の感想などを含め、事業報告という形ではまとめている。ワークショップの後14 

で、一年くらいかけて出てくる成果はたくさんある。ワークショップ後に多様なアイデアが15 

たくさん出ているので、子ども食堂の中で随時解決している。一年とか二年かけてのスパン16 

でゆめこらぼとして子ども食堂の活動は確認できるが、参加者に対してどのような成果が具17 

体的にできたかという把握はしていない。むしろ成果をどのように評価したらよいのか、ア18 

イデアを出して欲しい。 19 

委 員：昨年度の振り返りができたら良かったと思う。 20 

事務局：事務局としては常にそういう視点は考えているが、ワークショップも円卓も毎回同じ方が参21 

加するとは限らないので、この目標もあえて可能性や課題を実感するにとどめている。逆に22 

他からこんなことが出来ているなどの情報があれば、何らかの形で報告ができるのではない23 

かと考えている。 24 

委員長：ワークショップ冒頭のセンター長の話の中で、前年度のワークショップの成果を報告するこ25 

とはできると思う。円卓会議のように毎年つないでいくことも考えられる。 26 

委 員：行政は違う分野でも関わりあると思うが、団体から 30名とのことだが、団体からの参加よ27 

り、もっとフリーな立場の方に参加してもらったら方が良いのではないか。 28 

事務局：主催するのがゆめこらぼであるので、多者協働という観点から、行政の方と実際にワークシ29 

ョップをする時により広くやったことを地域に返すという意味では、市民の皆様と共に団体30 

の構成メンバーとやったことを共有してもらうことで効果を広げるというような目的もあ31 

る。一般市民を対象にこのことを考えるのは別企画でもよいと考えている。登録団体に限定32 

して呼びかけているわけではないので、一般の団体からの参加もできる。 33 

委 員：西東京市の多者とはなにか。位置づけはあるのか。 34 

事務局：市民団体と行政の 2者だけではなく、企業や大学などの様々な団体の種類を考えている。多35 

くの分野やセクターと考えてもらいたい。他者は個々の人としてではなく他団体と考えても36 

らいたい。 37 

委 員：避難所運営協議会や自治会やふれまちなど、ゆめこらぼの登録団体以外の防災に関係する団38 

体はたくさんあると考える。 39 
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委員長：今回の熊本の災害時では、いろんな形でシステマティックに多者協働があり、企業、行政、1 

生協、労組などが連携する形があった。災害時においては特定の分野だけに留まらず、それ2 

ぞれがネットワークを駆使して域を超え協働していくことが要求される。登録団体はもちろ3 

んだが、今まで付き合いのなかった生協や労働組合などの他セクターにも積極的に声かけを4 

し参加していただければ、いい意味でのシュミレーションができると考える。 5 

委 員：自治会の会長などがどう動くかで対応が変わってくると思う。災害時に、欲しいノウハウを6 

集め、スピーディーに困っている人々とつなぐことがどのようにできたかを話していただけ7 

れば、タイムリーな話題なので参加したいと思う。 8 

委員長：NPO 支援センターや市民活動支援センターなどは災害ボランティセンターと役割が異なり、い9 

ろいろな分野とのコーディネーションを得意とし、他分野の関係性を作り込んでいくノウハ10 

ウがある。ゆめこらぼが、一参加者として関わって議論することもよいのではないか。 11 

委 員：この企画の目的は西東京市での災害時にどのように多者協働を具体的に詰めていくことが目12 

的なのか。あるいは災害時の多者協働が一つの素材でいろいろな分野で広がりの部分を持た13 

せることが成果目的なのか。 14 

事務局：後者である。 15 

委 員：災害時に多者協働の必要性と可能性はわかっているのであまり魅力を感じない。西東京市で16 

どのような多者協働できるのかを考えるのが目的なのか。もう少し具体的に目的がわかるよ17 

うであれば訴求力もあり、力強いワークショップになるのではないか。 18 

事務局：ゆめこらぼが災害時に対応するということより、参加者も含め、すべての人が災害時に主体19 

者であるということを確認するワークショップにしたい。より具体的なテーマで話していた20 

だき、参加者自身の成果を出していただけるようなワークショップにしたい。 21 

委 員：この成果をゆめこらぼとして、データベース化するのか。あるいは第 2弾として、多者協働22 

を実践的に考えているのならば、もっと先に進める形でのワークショップを開催するつもり23 

なのか。  24 

事務局：結果次第と考えている。 25 

委 員：発想が近いと思われる避難所運営ゲームをはめるわけにはいかないのか。 26 

事務局：時間的に厳しい。 27 

委員長：避難所をグループのテーマの一つにすることも考えられる。 28 

委 員：西東京市で起きた災害時を想定しているのか。 29 

事務局：西東京市で被災したことを想定している。 30 

委 員：西東京市には災害時の仕組みはあるのか。 31 

事務局：西東京市には地域防災計画はあるので計画上は多者協働ができるようになっている。 32 

    行政も参加するので、より良い関係ができればと思う。 33 

委 員：西東京市には多者協働の協定があり、その内容説明の上で、ワークショップがあればよい流34 

れになるのではないか。 35 

委 員：きっかけ作りとしてのワークショップで良いと思うが、何のためにこのワークショップを開36 

催するのかをはじめに説明することは重要と考える。 37 

委 員：西東京で具体的に災害が起きた時に、多者協働で何ができますか。というような呼びかけの38 

方が何をやるワークショップかがわかり易いと思う。 39 

委員長：現実味を帯びた議論やワークショップができると考える。 40 
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事務局：その方向で、組み立てていきたい。 1 

委 員：普段あまりつながっていない 60 人の参加者が大切だと思う。多者協働の良い機会と思うので2 

グループ分けのバランスも大切だと思う。工夫をしていただきたい。商工会や商店街も参加3 

する可能性としてはあるのではないか。 4 

委員長：南部地域協力ネットワークなどの地縁の一つのグループとして考えられる。 5 

    ワークショップは 50分しかないので、時間配分をよく検討していただきたい。 6 

事務局：今回は話し合いの時間をしっかり取る事としたい。全グループに発表していただくことは考7 

えていない。発表したいグループだけにしていただく。ワークで書いたものを撮影し、後日8 

メールで共有することも考えている。是非共有したいと考えているところを優先にしたい。 9 

委員長：ここにいる方が参加されるとかなり良いワークショップになると思う。是非参加してほし10 

い。 11 

 12 

2.運営委員について 13 

事務局より西東京市市民協働推進センター運営委員会委員名簿（案）について説明があっ14 

た。 15 

委員長：委員から承認が取れましたので、先に進めください。 16 

 17 

4．そ の 他  18 

1．次回運営委員会日程について 19 

日時：6月 21日（火）19時～20 時 30 分 20 

会場：イングビル 3階 第 1、2会議室 21 

 22 

 23 


